
 

２０２４．10 第 2号 菅原美和子 

私の任地エル プログレッソ県のアルホナ小学校は、グアテマラ シティからバスで２時間，tuktukで１０分 

の田舎にあります。中南米で有名な歌手、リカルド アルホナが作った学校で、幼稚園部もあり各学年１クラ

ス２６名程度、全校生約２００人の私立小学校です。私立ですが、授業料は無料で制服も与えられ、レファクシ

ョンといわれる朝食と昼食の中間に出される食事は、政府がお金を出し、お母さん方が交代で調理してくれ

ています。 

 

 

 

 

９月１９日（木）JICA事務所で２０２４年度１次隊の我々３人は配属先の方々にプレゼンをして、二人はキチェ

県へ 私は校長先生とエルプログレッソ県へ・・・学校の経営はアデントロ財団が担当 

 

 

 

 

 

朝７：50から授業が始まり、４０分授業で３or４時間目の後、レファクションが３０分間あり、７時間授業の終わ

りは午後１時。放課後、１度家に帰ってからクラブ活動的な活動があり、マリンバ、合唱、卓球などの活動に１

時間程度参加している子が多い。学校は１月から始まり（公立は２月からのよう）１０月で終わる。    体育

館は朝７時１５分からの全校朝会の場にもなる。早朝から授業が始まるのは暑いからかな。 

JICA 北海道から託された残りの２枚のコンサドーレユニフォームは、校長先生と私のカウンターパートであ

る６年生担任に無事渡して写真を撮った。ミッション終了で肩の荷が下りた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校があるイシカナル村から tuktukで２０分くらい行くと 

サンアグスティンの町に着く。９月２５日（水）デング熱のための 

消毒をするということで学校が休校になり、私はブレンダ先生の 

お宅に一晩お邪魔することになった。お父さんはもう何年も米国 

で働いていて、帰ってこない。でも、家族が支え合って暮らしている。 

２６日（木）は子供の日で学校でピニャータ（中にお菓子やキャンディを詰めた人形をたたいてみんなで取り

合う。普通は子供の誕生日の行事だと思ったが。）が盛大に行われた。２７日（金）は学習発表会のようで、

各学年からの出し物。それら行事の合間を縫って、卒業する６年生に日本紹介、みんな興味をもってくれた。 

グアテマラだより 

レファクション 


